
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月18日、はまなす幼稚園に 

おいて「コッペタウン２０１５」 

が開催されました。 

興部支署では小型ポンプを使用

した放水体験や、煙体験ハウスを 

使用しての検索訓練を行いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

興部消防団・興部支署では歳末特別警戒を下記の日程のとおり実施いたします。 

期間中は消防車両による警戒とサイレンの吹鳴を行いますのでご了承ください。 

消防団は、会社員や自営業、主婦など、自らの仕事を持ちながら「自分たちの

町は自分たちで守る」という郷土愛護の精神に基づき、地域の安全と安心を守る

という大きな役割を担っています。 

興部消防団は、本団・第１分団（興部地区）・第２分団（沙留地区）・第３分団

（宇津地区）・女性団員で構成され、平成２７年１２月１日現在で実員９８名と

なっています。 

地域住民の生命や財産を守るため、火災発生時の消火活動はもちろんのこと、

地震や風水害などの災害時における救助活動、避難誘導、災害防ぎょ活動などに

従事しています。 

災害時以外には、多様な災害に対応するため訓練や研修を実施し、専門的な技

術や知識の習得を図っています。また、高齢者宅への防火訪問、火災多発期や歳

末時には消防車両での啓蒙活動なども実施しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆家具等で電気コードを踏んでいないか確認しましょう。 

☆プラグを抜くときはコードを引っ張らないようにしましょう。 

☆電気コードを束ねたままの状態で使うのはやめましょう。 

☆たこ足配線はやめましょう。 

☆電気コードをステップル等で固定すると、被覆や心線を傷つけて 

しまうことがあるので避けましょう。 

※壁等に固定する場合は、電気コード配線用のコードクリップなどを 

使いましょう。 

隠れた場所にあるプラグにほこり
・ ・ ・

は被っていませんか？ 

 テレビや冷蔵庫、洗濯機などの電源プラグは、コンセントやテーブルタップに差し込んだら

そのままの状態で使用しがちです。その状態を放置すると、コンセントに差し込んだプラグの

さし刃間に付いたほこり
・ ・ ・

が湿気を帯び、小さなスパークを繰り返し、やがて出火に至ることが

あります。これを「トラッキング現象」と言います。 

◆台所、洗面所など、湿気が多く水滴がかかる所で使用されている電源プラグ。 

◆熱帯魚などの水槽近くで使用されている電源プラグ。 

◆テレビや冷蔵庫などの裏でほこり
・ ・ ・

が溜まりやすい場所で使用されている電源プラグ。 

☆定期的にコンセントの周りを掃除しましょう。 

☆使用しないプラグは抜くようにしましょう。 

☆プラグは奥までしっかりと差し込みましょう。 

電気コードを束ねたり、重たい家具の下敷きにして使用し続けると、電気コードを傷付ける

原因となり、発熱、出火する可能性があります。 

電気器具は定期的に点検し、正しく使いましょう。 

また、年末年始は何かと慌ただしくなります。外出時や就寝前には必ず火の

元を確認しましょう！ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

住宅用火災警報器は電池が切れると作動しなくなってしまうため、定期的に点検を行い、 

正常に作動するか確認を行うことが重要です。 

◆ほこり
・ ・ ・

などがつくと感知しづらくなります。定期的に乾いた布等

で汚れを拭き取ってください。 

◆住宅用火災警報器等が適切に作動することを確認しましょう。 

警報器のボタンを押すか、ひもを引くことで警報音や音声を確認 

することができます。 

※警報音や音声が鳴らない場合は電池切れや故障が考えられます。 

【住宅用火災警報器の交換時期】 

→住宅用火災警報器の本体に表示されている交換期限に合わせて交換 

してください。 

※交換期限が表示されていないものは、交換期限が来たときに、音や音声に 

より自動で知らせます。 
 

【電池の交換時期】 

 →電池の寿命は、概ね５年から１０年が目安となります。電池寿命が 

近づくと、音声やランプ表示などで電池交換時期を知らせてくれます 

ので、新しい電池と交換してください。 

※電池交換ができないものについては、本体ごと交換する必要があります。 

救急車は火災に出動する消防車と同様に、現場に到着

するまでサイレンを鳴らすよう道路交通法で定められ

ています。 

皆さんのご理解をお願いします。 


